
岩井・境都市計画 地区計画の決定（坂東市決定） 

 

都市計画 （仮称）坂東パーキングエリア周辺地区 地区計画を次のように決定する。 

名称 （仮称）坂東パーキングエリア周辺地区 地区計画 

位置 坂東市弓田の一部 

面積 約 10.9ha 

区
域
の
整
備
・
開
発
及
び
保
全
の
方
針 

地区計画の目標 本地区は、首都圏中央連絡自動車道（以下「圏央道」という。）及び

市道弓馬田６３８号線に近接した、交通利便性の高いエリアである。

さらに、今後は圏央道（仮称）坂東パーキングエリアが計画されてお

り、地域活性化拠点として期待されている。 

坂東市都市計画マスタープランにおいては、地区計画制度の活用に

よる、交通利便性を活かした地域活性化、レクリエーションなどの多

様な土地利用を図り、地域の利便性向上も目指すとしている。 

このようなことから、道路利用者及び地域住民を対象とした地域の魅

力発信、快適性の提供、防災性の向上となる機能導入を図ることを目標

とし、市街化調整区域という立地条件を踏まえ、周辺の自然及び居住環

境に配慮しつつ、商業・レクリエーション及び地域の利便性向上に寄与

する施設整備を目指すものである。 

土地利用の方針 圏央道・市道からのアクセス利便性を活かし、地域利便施設及び道路

利用者のサービスを兼ねる店舗・宿泊施設・ガソリンスタンド等の立地

を許容し、地域住民及び道路利用者の憩いの場、地域のゲートゾーンと

して魅力ある空間を形成する。 

また、公園機能、ヘリポート・備蓄倉庫等の地域防災機能を整備して

周辺住民の居住環境の向上を図る。 

地区施設の整備方針 地域住民及び道路利用者の交流・憩いの場として、桜の里山を公園と

して地区施設に定め、土地利用の維持・保全を図る。 

建築物等の整備方針 地区計画の目標及び土地利用の方針に整合した地区づくりを進めるた

め、「建築物等の用途の制限」「建築物の容積率の最高限度」「建築物の建

ぺい率の最高限度」「壁面の位置の制限」「建築物の高さの最高限度」「垣

又はさくの構造の制限」などの必要な基準を定める。 

地
区
整
備
計
画 

地区施設の配置 

及び規模 

公園（桜の里山）：約 3.0ha 

建
築
物
等
に
関
す
る
事
項 

建築物等の用

途の制限 

次に掲げる建築物等は、建築してはならない。 

（１）建築基準法（昭和 25 年法律第 201 号）別表第二（と）項に掲げ

る建築物 

（２）住宅（兼用住宅を含む。） 

（３）共同住宅、寄宿舎又は下宿 

（４）マージャン屋、ぱちんこ屋、射的場、勝馬投票券発売所、場外

車券売場その他これらに類するもの 

（５）学校（幼保連携型認定こども園を除く。） 

 



（６）老人ホーム、福祉ホームその他これらに類するもの 

（７）自動車教習所 

（８）自動車車庫（附属するものを除く。） 

（９）倉庫業を営む倉庫 

（10）床面積の合計が 15㎡を超える畜舎 

（11）一般廃棄物、産業廃棄物の処理業の用に供する建築物又は工作

物（廃棄物の処理及び清掃に関する法律に規定するもの） 

（12）卸売市場、火葬場又はと畜場、汚物処理場、ごみ焼却場その他

建築基準法施行令第 130 条の２の２に定める処理施設の用途に供

する建築物 

建築物の 

容積率の 

最高限度 

200％ 

建築物の 

建ぺい率の 

最高限度 

60％ 

壁面の位置の

制限 

道路境界線、敷地境界線から建築物の壁面又はこれに代わる柱の面ま

での距離は 1.0m 以上とする。 

建築物の高さ

の最高限度 

10m とする。ただし、周辺の土地利用状況等を考慮して、第一種又は

第二種低層住居専用地域の日影規制（建築基準法別表第 4第 1項

（は）欄及び（に）欄（1）の号）に適合する場合においては、20m と

することができる。 

垣又はさくの

構造の制限 

道路境界線、隣地境界線に面して設ける垣又はさくの構造は、生け垣

若しくは透視可能なフェンスとする。 

適用の除外 建築物等に関する事項について、周辺の土地利用状況を考慮して、周

辺環境に対する影響が著しく少なく、用途上やむを得ないと市長が認

めたものについては、適用を除外する。 

区域及び地区施設の配置は、計画図表示のとおり。 

 

理 由 

周辺環境との調和に配慮しながら、道路利用者及び地域住民を対象とした地域の魅力発信、快適性の提供、

防災性の向上となる機能導入により、新たな地域活性化拠点として地域の利便性向上を図るため、地区計画を

決定する。 

 



総括図　（(仮称）坂東パーキングエリア周辺地区）

周辺環境との調和に配慮しながら、道路利用者

及び地域住民を対象とした地域の魅力発信、快

適性の提供、防災性の向上となる機能導入によ

り、新たな地域活性化拠点として地域の利便性向

上を図るため、地区計画を決定する。
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計画図　（(仮称）坂東パーキングエリア周辺地区）
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地区施設（公園（桜の里山）


